
































次代を担う幼小児の健康保持増進の必要性は論をまたないが,特に聴覚の重要性はこれま

でも強調されてきた。聴覚についての三歳児健康診査は昭和 36年より行なわれてきている

が,特に 48 年からは,充実して行なうよう指導されている。 

乳幼児の難聴は子供の言語発達に重大な障害をきたすばかりでなく,知能の発達や豊かな

情緒の育成にも障害をきたすので,その発見は早期にされるべきであり,その障害に対する

治療・教育も早期に行なわねば効果的でない。近年,医学医療技術の進歩はめざましく,乳

幼児の難聴に対する診断,治療,聴能訓練技術も格段と進歩し,その医療効果は目をみはる

ものがある。この期に平成元年 5月 30日日本耳鼻咽喉科理事長名で厚生省母子衛生課長あ

て聴覚の診断を乳幼児の健診に加える要望書が提出された。それに答えて平成 2 年 8 月 2

日「三歳児健康診査の実施について」の一部改正について,という,局長通知が出され,二歳

児健診に耳鼻咽喉科健診の参入が定められた。 

高度の難聴は乳幼児期に発見されることが多いが,中等度,軽度の難聴は周囲の者も気付か

ずに過ごしていることが多い。とくに三歳から六歳までの幼児ではこの中等度または軽度

難聴を示す滲出性中耳炎に10%から20%も罹患しており,そのうち80%以上の子供が自覚も,

周囲に気付かれもせずにいる。このような事実は健康診査の必要性を物語っている。幸い

この疾患を発見し,治療する技術は近年飛躍的に向上し，また治療効果も著しい。三歳児健

診における耳鼻咽喉科参入の重要な意味をここに認める事ができる。 


